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暫
　
攣
　
研
　
究
　
　
第
二
十
五
號

彙

報

暫
畢
倫
墾
江
口
愈

　
二
月
二
＋
三
日
學
生
集
會
厨
に
於
て
開
催
す
。
西
田
朝
永
籐
井
三
敏
授
學

生
等
二
十
籐
名
滲
漏
す
。
鷹
右
の
講
演
あ
り
。

　
一
、
第
一
倫
理
學
命
題
の
新
實
雀
論
的
泉
礎
付
け
宮
村
美
　
也
君

　
二
、
虚
貼
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
内
理
科
教
綬

右
の
巾
宮
村
君
は
ラ
ッ
セ
ル
、
モ
ー
ア
等
の
説
を
墓
門
と
し
て
純
雰
魏
的
に

「
あ
る
事
は
善
な
り
」
と
云
ふ
命
題
の
確
曇
霞
の
成
立
し
得
る
こ
と
を
論
ず
。

西
内
鋤
牲
授
は
づ
O
鐸
こ
Q
貯
庸
黛
の
定
義
に
從
っ
て
虚
駄
…
の
意
昧
を
説
か
る
。

　
　
　
　
心
理
羅
譲
書
禽

　
二
月
二
十
一
日
午
後
三
聯
よ
り
藩
論
室
に
於
て
開
催
。

○
モ
ン
テ
ソ
リ
ー
・
女
中
内
の
薪
著
に
果
て
　
　
　
　
　
野
　

上
　

教
　

授

　
　
箱
ン
テ
ソ
リ
ヨ
女
史
の
薪
噛
譜

　
○
臼
財
①
螢
鋤
く
門
口
。
＆
諸
。
鴬
＄
皿
o
鉱
罎
。
夢
0
9
、
騨
訟
唱
導
9
g
o
銭
卜
。
¢
設
¢
凶
昌

　
　
飼
山
島
O
暮
ざ
⇔

　
○
紹
島
廻
く
呑
。
＆
日
。
土
星
の
。
画
一
鎧
漢
ぎ
3
蜜
§
坤
Φ
器
。
鳳
齪
Φ
館
Φ
碁
亀

　
　
螺
簿
O
冒
凶
鋤

の
二
つ
に
写
し
其
の
内
容
を
詳
細
に
紹
介
せ
ら
れ
た
り
。

教
育
撃
禽
側
曾

一
三
四

　
二
月
背
六
日
午
後
七
時
よ
り
大
學
々
生
集
曾
揚
に
於
て
開
曾
す
。
小
磯
敏

授
、
松
画
學
士
外
學
生
拾
四
名
出
席
す
。
左
の
如
き
講
演
あ
り
。

　
一
、
教
育
學
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
時
　
　
　
進
裂

　
十
時
民
は
現
今
｛
教
育
學
研
究
上
に
於
て
學
と
し
て
の
進
歩
穂
々
遅
き
が
如

き
を
慨
き
、
そ
は
主
と
し
て
三
選
酌
研
究
の
徹
底
せ
ざ
る
爲
め
な
る
べ
し
と

聯阿

ｶ
、
　
民
猫
特
の
転
地
晦
的
立
脚
地
に
立
ち
て
根
本
的
の
疑
惑
を
解
き
、
凝
た

な
る
見
地
よ
り
科
學
と
し
て
の
敏
育
學
を
提
娼
し
建
設
せ
ん
と
せ
り
。
　
氏
は

先
づ
『
興
言
學
を
徹
底
せ
し
め
ん
と
せ
ば
第
一
に
教
育
魂
象
、
第
二
現
象
糊
察

に
當
り
用
ふ
べ
き
方
法
の
研
究
に
止
ら
ず
、
　
更
に
第
三
之
が
原
理
の
考
祭
を

加
へ
ざ
る
べ
か
ら
ず
』
と
論
じ
、
尋
問
の
郡
誌
上
鼓
に
は
主
と
し
て
第
二
の
問

題
に
限
り
講
究
す
べ
し
と
前
提
し
、
先
づ
古
画
の
教
育
面
の
鮫
硝
を
指
摘
し
、

殊
に
理
想
論
及
方
法
論
の
み
に
て
は
未
だ
十
分
と
認
め
難
く
、
更
に
理
想
論

の
衝
に
人
性
論
を
加
ふ
べ
く
、
　
か
く
て
こ
そ
初
め
て
完
成
せ
る
激
育
學
の
存

立
を
見
る
べ
し
と
論
じ
、
樹
進
み
て
現
今
蓬
蓬
の
進
歩
の
遅
々
た
る
理
由
を

述
べ
『
教
育
現
象
の
後
雑
、
他
科
學
に
依
存
す
る
必
要
多
き
こ
と
、
並
に
科
學

的
研
究
の
不
…
徽
底
等
は
之
か
・
遣
閃
を
な
す
、
他
科
學
に
後
れ
ざ
ら
ん
凪
篇
め
に

は
、
學
と
し
て
鮮
明
な
る
霞
己
目
的
を
確
立
し
、
自
由
研
究
の
領
域
を
廣
め
、

廓
双
際
言
書
用
の
方
面
に
煩
は
さ
れ
て
其
の
研
究
の
…
進
路
夕
．
妨
碍
せ
ら
る
べ
か

ら
ず
、
　
即
ち
笙
ご
教
育
事
實
の
奴
穀
と
な
る
こ
と
な
く
一
意
研
究
の
微
底
を

期
す
べ
く
、
第
こ
規
範
著
た
る
を
違
け
あ
く
ま
で
説
明
暴
と
し
て
絡
始
す
べ

ベ
、
錐
三
科
學
と
し
て
の
敏
育
學
は
之
を
…
教
識
1
9
哲
學
及
び
毅
育
政
策
…
學
と
明

か
に
圃
別
し
て
旗
幟
の
鮮
明
を
主
と
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
ず
』
と
主
張
し
、
之
を
小

西
教
授
の
諸
著
の
論
蓮
と
比
較
し
、
更
に
教
育
學
と
他
の
學
問
と
の
關
係
に

及
び
、
　
墓
礎
…
学
鰭
…
助
墨
ザ
の
憾
粥
川
を
鴫
一
個
じ
、
・
次
で
蛭
ハ
の
分
漏
…
に
及
び
、
從
撫
糞
“

b



　
　
は
れ
た
る
二
三
分
類
法
の
論
駁
を
な
し
、
霞
ら
三
鍾
の
分
類
標
準
を
掲
げ
て

　
　
被
教
育
者
の
特
質
に
よ
る
児
童
中
心
、
班
義
の
分
類
に
養
早
し
た
り
。
最
後
に

　
　
民
は
、
教
育
墨
・
の
系
統
組
織
論
に
及
び
　
『
從
來
は
教
育
學
を
規
範
學
と
見
る

　
　
傾
多
か
り
し
結
果
、
其
の
組
織
上
に
騰
教
育
者
の
理
論
的
信
仰
の
順
序
に
盲

　
　
從
し
全
然
非
科
學
的
に
流
れ
且
つ
襲
生
理
見
解
主
膳
的
方
法
に
囚
は
れ
敏
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
も

　
　
學
と
欝
は
ん
よ
り
は
寧
ろ
教
育
論
な
ヨ
』
と
進
窮
し
、
鼓
に
大
髄
氏
の
豫
定

　
　
せ
る
組
織
に
及
び
、
第
一
序
論
、
第
二
被
敏
育
者
の
分
析
的
研
究
、
第
三
敏

　
　
幽
”
者
の
研
究
、
第
四
敏
育
者
及
被
由
教
育
者
の
相
互
關
係
を
設
き
、
救
育
理
和
心

　
　
論
慮
規
論
は
之
を
教
育
哲
學
並
に
教
育
政
策
學
に
譲
ら
ぎ
る
可
ら
ず
と
高
調

　
　
し
、
鼓
匿
科
學
と
し
て
の
敏
育
學
は
ミ
ユ
ツ
セ
ン
（
鑓
q
ψ
o
ユ
①
り
）
の
學
、
敏
育
哲

　
　
學
は
ゾ
ル
レ
ン
（
砿
酷
Φ
昌
）
の
墨
・
、
脹
…
用
方
面
は
之
を
教
育
政
策
恩
堕
な
り
と
定
義

　
　
し
、
侮
本
能
論
興
他
は
時
間
の
都
合
上
之
を
省
略
し
た
り
。
講
演
の
後
小
西

　
　
隠
士
及
會
員
の
批
騨
討
究
に
入
り
し
が
、
問
題
の
窺
要
に
し
て
多
岐
に
亘
れ

　
　
る
爲
め
各
方
面
の
疑
惑
を
慧
起
し
た
る
が
如
き
も
、
　
時
間
の
足
ら
ざ
り
し
爲

　
　
め
左
の
鍛
貼
に
つ
き
大
盤
の
討
究
を
行
ひ
た
る
に
す
ぎ
ず
。

　
　
　
一
、
教
育
的
購
業
即
ち
数
育
者
と
被
敏
育
者
の
網
互
作
用
入
管
的
關
係
は

　
　
他
の
科
學
の
如
く
す
べ
て
鷺
洲
學
的
に
取
扱
は
る
べ
き
か
謹
二
、
氏
の
班
謂

　
　
科
學
と
し
て
の
教
育
學
は
潤
的
及
理
想
の
問
題
に
燭
れ
得
べ
き
か
。
三
、
心

　
　
理
學
、
坐
理
墨
ザ
等
の
販
扱
ふ
べ
き
事
｛
買
材
料
を
除
き
さ
ら
ば
畏
の
所
謂
一
教
育
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
セ

　
　
簗
に
て
取
扱
ふ
べ
き
研
究
…
封
象
は
如
何
に
な
る
べ
き
か
。
要
す
る
に
教
育
の

　
　
…
進
歩
は
諸
雨
下
の
…
進
歩
と
教
育
事
宜
の
科
學
的
取
犠
…
と
に
画
一
黙
す
る
こ
と
多

　
　
大
な
る
べ
き
も
教
育
は
是
等
を
離
れ
、
，
否
是
等
を
超
越
し
、
入
と
し
て
の
相

　
　
蘭
留
係
な
れ
ば
教
育
面
は
理
想
賀
際
の
雨
方
面
を
離
れ
て
は
十
分
の
研
究
を

謝
な
し
禦
か
ら
ず
・
、
5
理
解
が
精
甥
象
重
な
る
審
實
と
し
て
理
想
論
な

く
し
て
研
究
し
其
の
三
里
と
し
て
の
目
的
を
蓮
成
し
得
べ
き
に
反
し
、
教
育

學
は
精
紳
と
臨
監
と
よ
耀
な
れ
る
「
個
人
」
全
土
を
研
究
の
…
封
象
と
し
て
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

ひ
n
鼓
に
人
格
と
人
絡
と
の
關
係
生
ず
る
も
の
な
る
が
故
に
輩
に
説
明
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

は
足
ら
ず
、
其
以
外
に
髄
験
若
く
は
規
範
の
問
題
に
亘
る
べ
く
、
否
寧
ろ
斯

學
の
眞
の
領
分
は
前
者
に
あ
ら
ず
し
て
、
’
発
て
後
者
に
あ
ら
ざ
る
か
と
も
考

へ
ら
る
。
更
に
研
究
を
要
す
べ
き
も
吾
人
は
十
時
氏
が
一
意
此
の
根
本
問
題

に
精
進
し
新
生
面
を
拓
か
ん
と
せ
る
熟
烈
な
る
意
氣
に
感
ぜ
ざ
る
を
得
ず
。

　　

@　

z
讐
禽
　
　
　
　
　
・

　
二
月
二
十
六
日
（
火
）
午
後
二
時
よ
り
交
科
第
九
教
室
に
於
て
例
倉
を
開

き
、
　
西
野
丈
…
學
士
は
「
宗
数
膏
鰍
誠
の
民
主
的
傾
向
」
に
就
て
論
問
合
せ
ら
わ
、
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

で
楠
丈
學
士
は
「
西
藏
の
傳
説
」
と
題
し
、
　
一
西
磯
の
熊
踊
設
に
就
て
は
イ
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
ラ

家
系
統
の
傳
論
、
　
ロ
入
民
帥
ち
西
乙
種
起
原
に
…
關
す
る
母
堂
と
に
分
ち
て
之

　
　
　
　
）
　
　
　
　
（

を
越
ぺ
、
二
佛
教
穿
初
の
輸
入
に
關
す
る
傳
説
に
蓮
み
、
歴
史
上
国
語
學
上

　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

種
々
興
味
あ
る
資
料
を
提
供
し
て
説
耕
せ
ら
れ
た
り
。
爾
三
須
葉
山
に
關
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

る
傳
説
は
時
間
の
都
合
上
之
を
聴
く
を
得
ぎ
り
し
は
大
に
遭
憾
と
す
る
所
な

り
き
。
來
曾
春
、
松
本
敏
授
を
始
め
刑
漢
、
赤
松
、
宇
野
、
原
、
藤
井
、
鳥

越
、
鵡
ナ
島
、
宮
城
、
杉
原
、
識
瀬
田
各
學
土
、
密
生
そ
の
辞
他
二
十
儀
名
。

邸
鹿
右
目
讃
書
契

策
一
織
例
A
曾
　
二
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
六
時
よ
り
蘇
生
集
會
揚
に
於
て
。

一
、
大
佛
頂
陀
灘
糖
尼
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
工
又
下
士

手
｛
勘
、
宮
城
、
鳥
誠
一
、
杉
原
、
獅
薩
阿
、
大
地
原
、
本
・
田
の
諮
疵
「
田
席
叩
。

第
二
糊
例
解
　
三
月
五
日
（
火
）
同
時
同
所
に
当
て
。

一
三
五

亀
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哲
　
母
　
硯
　
究
　
　
第
二
十
五
號

一
、
周
旨
p
凶
⑦
ビ
」
，
犀
。
周
診
弾
唄
H
【
駐
陣
。
目
鴇
o
h
同
君
黛
蟄
の
紹
介
及
び
そ
の
批
蝋
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
　
島
丈
學
士

原
、
宮
城
、
臨
晶
崎
、
實
岡
白
国
、
本
田
の
諸
氏
出
　
席
。

　
　
　
　
　
寄
贈
書
籍
雑
誌

現
代
穏
本
人
の
信
仰
　
交
學
士
飯
沼
穂
遠
著

心
理
學
研
究
會
。
生
命
の
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六

學
　
丈
書
士
松
浦
一
著
　
束
京
寳
丈
盈
…
。
客
員
宏
量
、
思
潮
、
丁
酉
倫
理
講

演
集
、
心
理
研
究
、
人
性
、
な
合
難
誌
、
東
洋
哲
學
、
東
亜
之
光
、
・
皐
稻
国

丈
學
、
學
校
教
育
、
吟
普
通
敏
育
、
小
恩
研
究
、
教
曹
研
究
、
教
育
界
、
教
育

時
論
、
東
京
教
育
、
兵
庫
教
育
、
奈
良
縣
敏
育
、
艀
岡
縣
教
育
、
滋
賀
縣
教

育
愈
難
誌
、
愛
知
寂
盗
難
誌
、
都
市
転
石
、
佐
袈
縣
教
育
、
宮
城
教
育
、
愛

媛
教
育
、
山
形
縣
教
育
、
秋
田
縣
教
育
雑
誌
。
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